
21世紀に⼊り、地域を取り巻く課題はより複雑化、⾼度化
しており、単純なハードとソフトの融合というツールだけでは
解決できない状況となっています。
アルパックでは、今⼀度、多⽅⾯で活躍されている実践者

や研究者の⽅々による具体的な活動や事業から「まちづく

り」を⾒つめ直し、再定義し、「21世紀型の持続可能なまち
づくり」のあり⽅等について、⼤阪事務所横の適塾のように
「教えあい、学びあう」活発な意⾒交換を⾏いたいと考えて
います。

講 師 中井 孝幸 氏
愛知⼯業⼤学⼯学部建築学科教授 専⾨  | 図書館、建築計画、建築設計
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18：30 開演18：00開場

アクセス
地下鉄御堂筋線／京阪本線「淀屋橋駅」
８番出口、１６～１８番出口より徒歩１分
地下鉄堺筋線／京阪本線「北浜駅」より徒歩６分

参加費 無料

会場
アルパック大阪事務所大会議室およびオンライン開催
※会場：10名程度（先着）／オンライン：定員上限無し

これからの公共施設における多機能融合これからの公共施設における多機能融合
第79回 適塾路地奥サロン第79回 適塾路地奥サロン

　本を読む人、遊ぶ子ども、勉強する学生、講座に集う市民。多様な機能と人がひとつの屋根の下に集まる複合施設は、これから

の公共施設のかたちとして各地に広がっています。図書館や子育て支援、生涯学習などが同居する建物では、機能の組み合わせ方

や空間のつなぎ方次第で、人の居心地が大きく変わります。利用者はそこでどのように場所を選び、どのような居場所を見つけて

いるのでしょうか。調査・研究の成果をもとに、機能が「融け合う」公共施設のつくり方を探ります。

株式会社 地域計画建築研究所（アルパック）/大阪事務所

大阪市中央区今橋3-1-7 日本生命今橋ビル10階
TEL：06-6205-3600　FAX：06-6205-3601
URL https://www.arpak.co.jp

主催
問合せ先

弊社 HP 若しくは下記 URL の申込ﾌｫｰﾑから 12/1( 火 )までに

お申し込み下さい｡QR よりﾌｫｰﾑの URL 取得可能です。

https: // forms.gle / VHcSs6L7HaU5CoBG6
※お申込み出来ない場合は、①氏名②所属③電話番号④メールアドレスを明記
した上、rojiokusalon.arpak@gmail.com までメールして下さい。

申込方法

　1967年生まれ。博士（工学）（三重大学）。三重

大学大学院修了後、三重大学工学部助手、愛知工

業大学工学部講師、准教授を経て、2015年より同

大学工学部建築学科教授。

　公共図書館や図書館を含む複合施設を対象に、

利用者の座席選択や過ごし方の調査を重ね、「場」

としての図書館や居場所づくりの研究に取り組む。

豊中市の中央図書館構想をはじめ、各地の図書館

整備にかかわる助言や講演を行うほか、日本図書

館研究会の図書館学セミナーで基調講演を行うなど、

建築と図書館の両分野で活躍している。


